
【第３１回 広陵町ごみ処理町民会議 議事概要】

日 時 令和５年２月１６日（木）１４：００ ～ １４：４０

場 所 リレーセンター広陵 ３階 研修室（大）

（１）山辺･県北西部広域環境衛生組合の進捗状況について
議事内容 （２）まほろば環境衛生組合の進捗状況について

（３）跡地利用について

－開会－

・事務局から説明 ・ 委員の交代について
・ 公募委員の継続確認について

・鍵谷会長あいさつ ○ 前回７月１４日に開催し、既に半年以上が経過
した。その時には天理の施設の進捗状況、また
地元との協定について説明を行った。その後、
跡地利用について色々と意見を聞かせていただ
くためアンケートを実施した。今回はその結果
を報告したいと考えている。まだまだ協議しな
ければならない事があると考えるが、なかなか
この場だけで決まることではない。町全体とし
て跡地利用について詰めていかなければならな
いと考える。それに向けてある程度絞って行か
なければ、意見がばらついて分散してしまう。
そのあたりを考えて、決定すると言う事では無
く絞って行くという方向で進めていかなければ
と考えている。なにか意見があればお聞かせい
ただきたい。

【 議 事 】

（１） 山辺･県北西部広域環境衛生組合の進捗状況について

発信者 回答者

議 ・ 事務局から議事（１）に 事 ○ 山辺･県北西部広域環境衛生組合の進捗状況
長 ついて報告願う。 務 について、資料１のエネルギー回収型廃棄



局 物処理施設建設工事の工事概要説明書をご
覧いただきたい。昨年８月２０日にエネル
ギー回収型廃棄物処理施設の建設に向けて
安全祈願祭及び起工式が行われた。本町か
らは町長、吉村議長、組合議員である青木
議員が出席した。工事は９月１日に着工さ
れた。また、マテリアルリサイクル推進施
設は現在設計中で、安全祈願祭及び起工式
は、２月２３日の予定。

（２）まほろば環境衛生組合の進捗状況について

議 ・ 事務局から議事（２）に 事 ○ まほろば環境衛生組合では、昨年の１０月
長 ついて報告願う。 務 １１日付けでごみ中継施設建設工事・運営

局 事業公募型プロポーザル方式について公告
したところ、本年１月１３日に２つの共同
企業体から参加表明があった。プロポーザ
ルの結果、合計点の平均が高かったアクア
ソリューション㈱･村本建設㈱共同企業体が
優先交渉権者として決定した。この後、２
月２４日に組合議会に上程し、本契約を締
結する予定である。
また、昨年の１０月２５日に安堵町環境美
化センターは解体が完了しており、その跡
地に中継施設が建設されることになる。

事 ○ まほろばにかかる費用だが、総事業費がお
務 よそ５０億６千万円になる。建設費につい
局 ては、およそ１５億３４５０万円、運営業

務は２５年で３５億２５５０万円となる。
２者から提案があり審査の結果、アクアソ
リューション㈱・村本建設㈱共同企業体が
優先交渉権者として決まった。

議 ・ ２５年でその価格は高い
長 のか安いのかは分かりに

くいが、１年あたりで言
うと１億４０００万とな
る。感覚ではあるが、メ



ンテナンスにかかる費用
は、建設費に対しての割
合の目安がある。それで
言えば、そんなに高いと
も思わない。総額を聞け
ばかなり高いように感じ
るが、建設費だとトンあ
たりの単価、運営費だと
建設費の何％と言う判断
基準があるので、参考と
なる。

副 ・ メンテナンスだけではな 事 ○ 運営も含まれている。積替えて天理へ持っ
会 く運営も含まれるのか？ 務 て行くと言う業務も含まれていて、それが
長 局 ２５年で３５億円余となる。

本町の負担割合だが、ごみ量割となり、お
よそ５４％であることから、工事費につい
てはおよそ８億円、運営については年間お
よそ７６００万円が広陵町の負担となる。
これは、安堵町で運用する可燃ゴミ、広陵
町で運用するリサイクル施設の両方につい
ての金額となる。

議 ・ 補助対象となっているの 事 ○ 建設工事は補助対象になっているが、運営
長 か。 務 に関しては補助対象外となっている。

局

（３）跡地利用について

議 ・ 事務局から議事（３）に 事 ○ ４ヶ大字と締結した協定書の第６条第１項
長 ついて説明願う。 務 で跡地利用については、広陵町ごみ処理町

局 民会議において引き続き協議のうえ、町長
に提言するものとするとなっている。また
同条第３項で、跡地利用についてはクリー
ンセンター及びクリーンセンター南側町有
地を含めて協議するものと規定している。
事務局では、前回のごみ処理会議で各委員
に跡地についてどのように活用していくべ
きなのか、あるいはどのような施設が必要



なのかなどご意見を頂戴した。各委員から
の意見を別紙にまとめたので確認願う。
各委員の意見を集約すると、大きく分けて
４点の意見があった。まず１点目は、施設
整備は望まないと言うこと。２点目は、公
園緑地としての利用。３点目は、中央公民
館の整備。そして４点目として防災機能を
備えた複合的な多機能施設の整備が挙げら
れた。
その他、様々な意見があったが、結果的に
現施設を解体し、跡地に何か施設を建てた
場合、後には戻れないので、施設整備とな
るとかなり慎重に検討しなければならない
と考える。そうしたことから、一旦は公園
緑地として整備し、引き続き施設整備の検
討も続けていけばと考える。
公園緑地と言っても、ただ単に広い芝生公
園と言う事では無く、意見にもあったよう
に、万一の災害に備えて活用できるような
公園が理想でないかと考える。
跡地利用は、現施設がすべて解体撤去され
た場合を想定している。各意見を踏まえ、
今後町長に対して提言書提出できるように
と考えている。

議 ・ 大きくまとめると、まず
長 施設整備は望まない、２

点目は公園緑地の整備、
３点目は中央公民館の整
備、４点目は防災機能を
備えた多機能施設となる。
施設整備となると色々問
題があるが、検討課題と
してあがっている。その
他個々の意見として、公
園緑地として後に利用を
検討してはという意見が
あった。これらを踏まえ
て詰めていければと考え
る。



事 ○ 参考だが、この施設がすべて解体されたら
務 と言う前提だが、解体にはどれぐらい費用
局 がかかるのか来年度、基本設計を発注予定

である。今、何か補助金が受けられないか
探っているところであるが、今のところ建
設にかかる補助はあるが、解体に係る補助
についてはなかなか認められないというの
が現状である。環境省の見解では、焼却施
設は補助対象だが炭化施設は規定がないの
で環境省と協議を行っているところである。
決まったらお知らせする。

議 ・ 私の経験から、補助金は 事 ○ 次の町民会議について、跡地利用について
長 いかに理由を付けるかで 務 は各委員に色々と意見を伺ったので、町民

ある。なぜ理由付けが必 局 会議として跡地利用をどうしていくべきか
要かというと会計検査院 と言う提言書案を事務局の方で作製する。
を納得させるためである。 それを各委員に確認いただき、町民会議と
また、炭化と言っても、 しての意見をとりまとめて、町長に提言し
焼却は酸素を送って燃や ていきたいと考える。
すと言うことであるが、 また、町民会議として今後も続けていくべ
炭化については酸素を遮 きかどうかも検討していかなければならな
断して燃やす“不炎燃焼 い。公共施設の建設となれば公共施設建設
”と言う事になる。そう 検討会を別組織として立ち上げるのか、そ
いった工夫を行えば理由 のまま町民会議で検討するのかを議論いた
付けになるのではと考え だく必要もあるのではないかと考えている。
る。 跡地利用については当然、４ヶ大字の住民

の意見を尊重し進めていけたらと考えてい
跡地利用については、こ る。
れである程度まとまった
気がする。

議 ・ 事務局の方で跡地利用に 事 ○ ５年度中には提出したいと考えているので、
長 関する提言書をまとめて、 務 年度初め頃には案を示せるようにしたいと

ごみ処理町民会議として 局 考えている。そこから色々と修正し、町民
提出する事になる。引き 会議として会長から町長に提出と言う流れ
続き各委員には検討して で考えている。
いただかなければならな
い。まず案を作って各委
員に配布するという手順



になるが、目処は。

議 ・ 提言書は前回提出した経
長 験もあるので、手順等は

分かっている。それを参
考にして、また、皆の意
見をどれだけ反映出来る
か、そのあたりを含めて
色々検討いただければと
考えている。

事 ○ 跡地利用を考えたとき、現施設が敷地の真
務 ん中にあるため、仮にこの建物がリサイク
局 ル施設として残った場合、色々と制約があ

ると考えていたが、今日改めて現場を見て
みたら、南側の土地も含めてとなれば、か
なり広い敷地となるので、この建物があっ
てもある程度の利用は出来るのではないか
と感じた。この施設が無くなった場合、ま
たそのまま残った場合、いずれでも跡地利
用は可能である。１階についてはリサイク
ル施設のストックヤードとして使用し、２
階３階の部屋についてもまだまだ十分使用
出来ると考える。事務局として、この建物
を残す案と、更地にした場合の案など、色
々と示せればと考えている。

議 ・ 色々な案があるのであれ
長 ば、ひとつに決めないで、

当然長･短もあるのでそれ
が受け入れられるか、ま
た将来的にどうかという
のもあるので、そのあた
りを踏まえて示してもら
い、各委員で検討してい
きたいと考える。

副 ・ 現施設そのままで進める 事
会 のか、解体して北側に持 務
長 って行くのかというのは、 局



重要な分岐点となる。施
設を再利用してと言うの
は財政的にもありがたい
話であるが、果たしてそ
れが良いのかどうか、将
来にわたってプラスにな
るのか考えなければなら
ない。一時的な財政上の
ことを考えれば残した方
が良いが、それでいいの
か皆で考えていただきた
い。まずそこが一番クリ
アーすべき問題であると
考える。

議 ・ 色々な視点がある。町と
長 して、また周辺住民とし

て、一番望ましい方法、
将来的な視点、災害のこ
とも考えないといけない。
まずは案を作って、こう
言う視点もあると言うこ
とを示して、それについ
て色々と意見をまとめて
もらえればと考える。
住民のため、町のため、
そして未来のためどうか
という大きな目で検討い
ただければと考える。

・副会長あいさつ ○ 跡地利用については、全町民や将来にわたって、
広陵町の公共施設のあり方について踏まえた中
で、こんな広大で良い場所を、将来を見越した
中でみなさんと議論し、町全体の町民にも加わ
ってもらえるような仕組み作りも必要であると
考える。当然地元４ヶ大字の意見をまず第１に
尊重しなければならない。この資産をどう活用
していくか、先ほど公民館建て替えの事も出て
いたし、役場庁舎建て替えのことも考慮しなけ
ればならないのではと考える。



・副町長あいさつ ○ 天理の方の焼却施設、リサイクル施設また、ま
ほろばの中継施設のそれぞれの業者が決定し、
これから工事が始まっていく。これで操業に向
けての第一段階が整ったと考える。それから先
ほどから説明している現施設の解体に向けての
設計の予算要求をしているが、実際どれぐらい
費用がかかるのか、それによっても跡地利用に
ついて若干変わってくるのでは無いかと考える。
また、周辺大字からの要望も踏まえて議論が必
要である。それからもう１点は国の補助である。
解体にあたって補助があるとなれば解体の方向
に進むと言うことも考えられるが、補助も無く
解体費用がかなり高額になるとなれば、町民会
議の中でも色々な意見が出てくると考える。そ
れらも踏まえて、今後議論がしやすい資料の提
供を行い、各委員に意見をいただくよう進めて
いきたいと考える。 そして、この施設の跡地だ
けで無く南側の土地もあるので、それらを公園
緑地かスポーツ施設など町全体として活用して
いく施設の建設も考えられる。それも踏まえて
町民会議としての意見をまとめていただければ
と考える。

事務局から連絡 ・ 次回開催について

－閉会－


